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はじめに

ラフカディオ・ハーン（Lafcadio Hearn, 1850-
1904）は，ジャーナリストや作家たちとの交際に，
異常と思われるほど入れ込むものの，その時期を
過ぎると一方的に返信すら断ってしまうことを繰
り返してきた。相手によって交際期間の長短はあ
るものの，文人たちとの交流によって，ハーンは
文学の道に生きるための糧を得てきたといっても
過言ではないだろう。また，交流相手にしても，
ハーンのひとりよがりともいえる態度に腹を立て
るものの，ハーンの伝記や書簡集の編集の際には
積極的にかかわろうとした人も少なくなかった(1)。

今回取り扱うジョージ・ワシントン・ケイブル
（George Washington Cable, 1844-1925）との交流
も，そう長くはつづかなかったものの，その交流
がハーンの文学活動に与えた影響は決して少なく
なかった。ケイブルを通して，クレオールの方言
と文化への関心が高まり，それが西インド諸島訪
問へとつながったからである。また，ケイブルか
ら得た情報をもとに，ハリケーンに遭遇して孤児

となり，漁師に育てられた白人クレオールの少女
を描いた小説『チタ』（Chita, 1887）が生まれた
といわれる (2) 。

さらに，ハーン本人がケイブルに触発されて関
心をもっただけでなく，物理的にケイブルの紹介
があったからこそ，『ハーパー』や『センチュリー』
の各誌に寄稿することが可能になったのである(3)。
その結果，ハーパー社との関係は西インド諸島の
取材にとどまらず，最終的には日本へとつながっ
てゆくのであった。

ハーンとケイブルの交流は，ニューオーリンズ
での数年を経て途絶えてしまったが，ケイブル研
究者のアーリン・ターナー（Arlin Turner）によ
れば，ケイブル側からのハーンを批判する記述は
見つかっていないとのことである(4)。ハーンにとっ
てのニューオーリンズは，まさに異文化体験の場
であり，クレオールを描いたケイブルとの出会い
は，ハーンの作品の中に生きることになった。

ところで，ハーンはどうしてケイブルを知りえ
たのか。それには，ニューオーリンズに来る前の
ハーンの生活がある。オハイオ州，シンシナティ
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でのハーンは，社会部の記者として変わった事件
や社会の諸相を取扱い，ときには突撃レポーター
さながらの体当たりで，その感想を記事にしてい
た。「ドリー：波止場の牧歌」（“Dolly－An Idyl of 
the Levee”）などのような文学的な作品もあるが，
シンシナティ時代のハーンはやはり社会部の記者
であった。

そんなハーンに変化が起きたのは，黒人の血が
混じる女性との結婚である。北部とはいえ異人種
間の結婚に対する壁は高く，彼の活動は制約を受
け，最初に勤めた新聞社を辞めざるをえなかった。
振り回された挙句，その当事者である彼女が出奔
してしまい，ハーンの懊悩は増していた。ハーン
にとって起死回生を図るには，活動の場を変える
しかなかったのであろう。

ところで，ケイブルの小品「ジャナ・ポクラン」
（“Jean-ah Poquelin”, 1873）をニューオーリンズ
へとハーンをいざなった理由の一つとして挙げる
研究者もいる。また，ハーンと交際のあったシン
シナティ時代の記者仲間の語る魅力的な南部のイ
メージを挙げるものもいる (5) 。公私ともに行き詰
りを感じていたハーンは，結局シンシナティを脱
出することに賭けたのだった。

フランス語が得意なハーンにとって，ニューオー
リンズは言葉を活かせる場であることも幸いした。
つまり，旧大陸フランスの面影を色濃く残すニュー
オーリンズの，ほかのアメリカの都市にはない特
徴がハーンを引き付けたのである。たとえば，「ジャ
ナ・ポクラン」は，クレオールの歴史を知って初
めて理解される作品なのである。すなわち，アン
グロ・サクソン系の流入の中で，地域から孤立し
たクレオールの老人の秘密が中心になる。いろい
ろ噂されるばかりか，周囲から執拗な迫害を受け
ながらも，ハンセン病の弟を数十年の長きにわたっ
て匿っていたことが，老人の死で明かされるとい
う物語である。

1803年のアメリカへの譲渡まで，フランス領と
して存続していたルイジアナの中心都市ニューオー
リンズは，フランス系白人を中心に作り出した文
化と，譲渡後に北部から入る移民が織りなすアメ
リカ系の二つの文化を擁していた。ハーンが移住
したころも，クレオールと呼ばれるフランス系の

人々が母語のフランス語を用い，フランス語の書
籍や新聞を発行し，フランス風の文化の維持に努
めていた。ルイジアナのクレオールとは，フラン
ス系と若干のスペイン系白人のみならず，混血や
黒人を含む場合もある。ただし，その文化の中心
はあくまで白人であり，混血や黒人に対する差別
は19世紀前半よりも，奴隷の解放が行われた南北
戦争後の方が悪化していた。黒人奴隷は解放され
たものの，再建時代を経て，人種差別が再燃した。
結局白人は，解放された黒人の行動を規制するた
めに「ブラック・コード」を施行し，差別を正当
化した。こうして，公民権法の成立まで，有色人
種は厳しい差別のもとにおかれることになったの
である。

ケイブルやハーンが活動したのは，このような
過渡期の不穏な時代であった。ニューオーリンズ
の白人は北軍に蹂躙された南部としての被害者意
識に加え，戦後流入した北部人（ヤンキー）の増
加を苦々しく思っていた。彼らが多年にわたり
ニューオーリンズに築いてきた文化の存続が危ぶ
まれると受け止めたからである，ジャナ・ポクラ
ンの近隣のように，船での行き来に利用されてい
た運河（bayou）が埋め立てられてしまうと，外
見が変わるだけでなく，そこで維持されてきた文
化も失われかねない。そのような気配が様々な局
面で漂っていたのである。それだけに，フランス
系住民の，ケイブルが描くクレオールを見る目は
冷ややかだった。ノスタルジアを誘うようなとこ
ろがあればあるほど，かつての栄光を意識させら
れることになったからかもしれない。

ハーンとケイブルの交流はクレオールの町を背
景に，その特殊な言語への関心とそれを使用した
創作を通して行われたといえるだろう。本稿では
まずケイブルの生い立ちに触れたのち，彼を取り
巻く周辺の人々の生きざまに言及する。次にハー
ンとケイブルの文学的な交流について「クレオー
ルの文学」をキーワードにしてみてゆくことにす
る。

ケイブルとその周辺

ここで少しケイブルの略歴に触れておきたい。



59ラフカディオ・ハーンとジョージ・ワシントン・ケイブル：「クレオール」の文学という視点から（梅本順子）

ケイブル自身はニューオーリンズで誕生したもの
の，父母ともに北部人であった。育った周囲のク
レオールはカトリックが大半であるのに対し，ケ
イブルは母親が敬虔なプレズビテリアン（長老派）
であったことから，彼自身も厳格な信者になって
いた。体躯は小柄で貧弱だったが，二十歳のころ
には南軍の兵士として南北戦争を経験している。

父を早くに失ったケイブルは，最初から作家を
目指したのではなく，会社勤めや統計局での仕事
の傍ら，『スクリブナーズ・マンスリー』（Scribnerʼs 
Monthly）の “Drop shot” というコラムにさまざ
まなクレオールの人々が登場する作品を発表して
きたのである。まだこのときはクレオール社会を
刺激するほど過激な内容のものはなかったものの，
人種差別反対の姿勢はそのころすでに培われてい
た。その背景には，南部の再建期に施行された「ブ
ラック・コード」による締め付けがあった。ケイ
ブルは小説家に留まることなく，有色人種の人権
へと関心の比重を移していったのである。

ちなみに，1875年，ケイブルは市内の女学校の
共学阻止を図る白人優越主義者の団体に抗議し，

『ニューオーリンズ・ブレティン』（New Orleans 
Bulletin）に反論を書いており，政治活動への萌芽
がみられる。さきの『スクリブナー』に発表して
きた短編をまとめて，『古きクレオールの時代』（Old 
Creole Days, 1879）として発表したものの，まだ
この段階では，白人クレオールの側からの抵抗は
見られなかったのである。

その翌年に発表した，長編の『グランディシム
一族』（The Grandissimes, 1880）になると，白人
クレオール社会の強い反感を招くことになった。
この作品は，『古きクレオールの時代』同様，舞台
を執筆した時より50年ほど前の時代に設定してい
るにもかかわらず，鋭い批判の声が上がった。そ
れには，この作品の底流には，間接的とはいえ人
種差別反対のケイブルの存在が見え隠れするから
である。

これ以降，クレオール社会の脅しや圧力にもめ
げずに，ケイブルは数年にわたってそのまま執筆
を続けたものの，最終的には1884年に発表した

「解放された黒人にとっての正義について」（“The 
Freedmanʼs Case in Equity ”）を最後に，ニュー

オーリンズを去ることになったのである。ケイブ
ルの人種差別反対を唱えたこの主張が，一夜にし
てそれまでの名声を失わせたとする意見もあるほ
どである (6) 。
『グランディシム一族』の作中人物の黒人に対す

る同情的な発言や行動は，白人のクレオールをひ
どく刺激することになった。たとえば，プランテー
ションの黒人を解放することにした当主のオノレ
をはじめ，いったん逃がしておいた黒人の女を何
のためらいもなく後ろから撃ち殺す白人の男たち
などの人物造形が，白人のクレオール社会には許
しがたいものとして受け止められた。

批判に回ったクレオールの一人がハーンと文学
を通して親しく交流した，アドリアン・エマニュ
エル・ルーケット（Adrien Emmanuel Rouquette, 
1813-87）神父である (7) 。ルーケットのケイブル
批判がもとで，当時ケイブルに心酔していたハー
ンはルーケットとの交際を絶つことになったとい
われる。これがどのような意味を持つか。ここで，
ルーケット神父とハーンの関係について少し触れ
ておく。

キリスト教嫌いを表明することを憚らないハー
ンであるが，ルーケット神父との交流は例外であっ
た。ルーケットは，ニューオーリンズ郊外のチョ
クトー族の部落に分け入って，なりふり構わず布
教を続けた神父として，部族からは “Chahta-Ima”

（私たちの一人）という称号を受け，部族の一員と
して活動できるほど信頼を勝ち得ていた。また，
南北戦争中は北軍の支持者で，北軍がニューオー
リンズに入場してくるとすぐに忠誠を誓ったとい
う，いわば変わり種の人物であった。ハーンもそ
のような型破りのルーケットに惹かれていたとい
えるだろう。

ハーンとの交流が始まったのは，ハーンの文才
を認めたルーケットの好意による。ルーケットが
書いた『新アタラ』（La Nouvella Atala, 1879）は，
シャトーブリアン作の『アタラ』をベースにした
作品である。混血の少女の自然とのふれあいが描
かれたこの作品に感動したハーンは，好意的な書
評を書いた。これに心を打たれたルーケットが，
ハーンの「ルイジアナの牧歌」（“Louisiana Idyl ”）
と題する書評を，自著の末尾につけて出版してく
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れたことで二人の交流が始まる。ハーンとしては，
新聞記事以外で，自分の書いたものが出版された
初めての経験であった (8) 。

ハーンは異文化の中に生きる神父の生き様に加
え，その作品にも感じるところがあって交際が始
まったものの，ケイブルを攻撃する冊子（Critical 
Dialogue between Aboo and Caboo on a New Book: 
or Grandissimes Ascension, 1880　新本に関するア
ブーとカブーの討論；もしくはグランディシム昇
天）をルーケットが出したとわかった時，二人の
関係は途絶えることになった。匿名だったものの，
著者がルーケットであると断定できるような冊子
まで出して，ケイブル作品に異を唱えた神父のや
り口は，ハーンには許しがたいものと映ったらし
い。これにより，ハーンはルーケットとの関係を
絶った (9) 。

この冊子は，『グランディシム一族』が19世紀
前半を舞台としていることから，その時代のクレ
オールの霊と，1880年代のその子孫の霊が対話を
するという形式で，祖先のクレオールの描き方や，
黒人や混血の人々に関してどう接することが正し
いのかが批判的に述べられている。冒頭でもふれ
たターナーは，ルーケットにとってのケイブルの
立場を “more than a casual acquaintance” と呼び，
ハーンを “a close friend” と著している。匿名に
したのはそのせいであり，ルーケットのこの冊子
はクレオール社会全体の反応を代弁したにすぎな
いという。また，二人の相違として，ケイブルは
作品に見るようにリアリストであったのに対し，
ルーケットはロマンティストだったと述べてい
る (10) 。

一方，ケイブル研究者のジョン・クレマン（John 
Cleman）は，ケイブルがハーンの友人と知ってい
てこの類の冊子を出したことに，ルーケットの悪
意を感じるという。ルーケット自身，北軍に賛成
し奴隷反対を唱えていたのに，ケイブルの行動に
対しては貧弱な体躯をあざけり，さらにはヴードゥ
の女王といわれるマリー・ラヴーとの関係をほの
めかすといった悪質な内容のものであったと述べ
ている (11) 。

おおかたの白人クレオールは，ケイブル作品が
北部人に媚びて，北部人が共感するような筋立て

になっていると主張して，批判する理由にしてい
た。ハーンのアイテム紙（The Item）に出した

『グランディシム一族』（The Grandissimes）の書
評は，「この本は洗練されているという利点がある
ものの，クレオールの町の住人に気に入られるか
どうかは疑わしい。ケイブルの姿勢は，仲間内で
はひどく批判されていた。この町に住むものにとっ
て彼の描写は必ずしも気持ちのいいものではなかっ
たのである。」と，クレオールからの批判を見越し
たうえで，最後に一読を勧めている(12)。ハーンの
視点の先には，ルーケットをはじめとした白人ク
レオール社会の反感があったことは明らかである。
この書評は短いながら，こまごました人物評には
触れることなく，ケイブルの描写の力を強調し，
まず一読するよう訴えるものとなっている。

さらに1882年以降ハーンが記者として勤めた
『タイムズ・デモクラット』紙（The Times Democrat）
の文芸部長（マリオン・ベイカー，Marion Baker）
はケイブルと親しかったが，そのマリオンでさえ
もやがてケイブルに異を唱えるようになる。とい
うのも，同じ『タイムズ・デモクラット』紙の編
集長をしていた，マリオンの兄にあたるペイジ・
ベイカー（Page Baker）のケイブルに対する厳し
い姿勢があった。その結果，ケイブルが記事を発
表できなくなったともいわれる。また，ハーンの
ケイブル作品に対する論調が変わったのは，その
ようなペイジの影響があったという説もある (13) 。

ケイブルが人種差別に関して政治的発言を強め
るにつれ，ニューオーリンズのクレオール系の作
家や歴史家の，ケイブルに対する反応は厳しいも
のになっていった。先にも触れたようにニューオー
リンズは独自の文化を開花させており，白人クレ
オールによって牽引される文化に誇りを持ってい
た。それがニューオーリンズに生まれたとはいえ，
クレオールにすれば北部を代表するようなよそ者
であるケイブルの視点から描かれることに，反感
や憤りを覚えたのであろう。たとえば，ニューオー
リンズのクレオール系の歴史家であり作家であっ
た，チャールズ・ゲヤール（Charles Gayarré, 1805-
95）などもやがてケイブル批判に回るようになっ
たのである (14) 。

しかしこのような批判で，ケイブルが筆を折る



61ラフカディオ・ハーンとジョージ・ワシントン・ケイブル：「クレオール」の文学という視点から（梅本順子）

ようなことはなかった。その主張は次第にもっと
過激なものになっていった。クレオール社会から
北部寄りと一蹴されても，北部人の知らない南部
を発信することに余念がなかった。ニューオーリ
ンズ近隣の住民に対して，その社会が持つ潜在的
な問題を意識させるための啓発活動にとどまらず，
ケイブルの視点はもっと先の世界を見つめていた。
ただ，ケイブルの人種発言は，ケイブル個人への
弾圧にとどまらず，ケイブルが発表しようとする
雑誌社や新聞社への圧力を招いた。こうして活動
が制約されることになったのである。

これまで述べてきたように，白人クレオールか
らの様々な圧力にもめげずに，持論を曲げなかっ
たケイブルは，南部という枠を超えて時代の変化
に耐えうる作品を残し，現在も記憶される作家と
なった。しかし，そのクレオール性にこだわり閉
ざされた空間に留まるこの地の人々は，芸術家と
称しても外で勝負するようにはなりえなかった。
マルティニークへの渡航直前のハーンと短期間な
がら文学的交流を持ったクレオールの文学少女，
レオナ・ケイロウセ・バレル（Leona Queyrouze 
Barrel, 1861-1938）の場合がその一例である。

彼女はニューオーリンズ在住のルイス・プラシッ
ド・カノンジュ（Louis Placide Canonge, 1822-93）
などのクレオールの文学者の影響を受けたとされ
る。彼女は，自分の作品がニューオーリンズ以外
の世界で通用するかを試そうとして，一度はニュー
ヨークに出かけたものの，その限界を知り再び
ニューオーリンズにもどらざるをえなかった。ク
レオールの文学少女の夢は，自分が受け取ったハー
ンからの書簡を，晩年に日本の北星堂より，『牧
歌：ラフカディオ・ハーンの思い出』（Idyl: My 
Personal Reminiscences of Lafcadio Hearn, 1933）
と題して出版したことでやっと結実した次第であ
る (15) 。

描かれたクレオール

ハーンがケイブルに接近したのは，もちろんケ
イブルの文学作品の魅力にひかれてであった。ケ
イブル文学の魅力とは，南部という地域が持つ特
徴ある文化をその作品に封じ込めたことにある。

すなわち，のちのフォークナーにつながってゆく
ような南部という地方色豊かな作品をつくりあげ
たことだった。そしてその中心となったのが「ク
レオールの文化」であり，その作品はクレオール
的とでも呼ぶべき要素で満ちている。

クレオール的な要素というと，まず言語の問題
があげられる。そして，クレオールの人々の置か
れている社会的背景である。本稿では，まず言語
の問題からみてゆきたい。

フランス語でも英語でもない，方言の使用がケ
イブルの特徴となる。初期の作品，『古きクレオー
ルの時代』の各作品，並びに『グランディシム一
族』などは方言で書かれているといっても過言で
はない。また随所にクレオールの歌や詩がちりば
められている。特に『グランディシム一族』には
その例が多くみられる。ハーンはシンシナティ以
来の友人で音楽研究家のヘンリー・クレイビール

（Henry Edward Krehbiel, 1854-1923）宛の書簡で，
ケイブルが最初にハーンに約束したよりも，出来
あがった作品に挿入されたクレオールの歌の数が
減っていることを残念がった。また，別の書簡で
は，黒人女性にブードゥの歌を歌ってもらい，自
分は音感がないので，それをケイブルに書き留め
てもらったことなどを述べている (16) 。

ハーンもケイブルも町で耳にする歌の収集に努
め，それを持ち寄って情報交換をしていることが
読み取れる。とくに音楽家のクレイビールとケイ
ブルは1878年には交流が始まっており，ハーンを
含めた三人が歌の収集という同じ目標をもって，
それぞれ活動していた。なお，ハーンは先のクレ
イビール宛の書簡で，色が黒い歌い手ほど，イン
トネーションに奇妙な特徴があると，自分なりの
発見を述べている (17) 。

また，ケイブルは白人，混血，黒人とクレオー
ルであっても人種ごとに言葉を使い分けており，
言語に関するケイブルの姿勢が，作品にクレオー
ルらしさを与えていることをハーンはしっかり把
握していた。引き続き，ハーンが述べたケイブル
評の中から言語への関心を示したものを見てゆく
ことにする。

ハーンが発表した文学論にケイブルの名前はた
びたび登場する。とくに，クレオールの言葉（方
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言patois）を多く用いたケイブルの作品は，ハー
ンのおきにいりだったといえよう。クレオール方
言に強い関心を持ち，方言による詩，もしくは歌
詞を採集していたハーンは，しばしばケイブル本
人やその作品について語っている。「成功している
文学」（“Successful Literature”）のタイトルで書か
れたエッセイの中には，「ニューオーリンズについ
ていうならば，最も成功しているペンの魔術師は，
目下スクリブナー誌を卒業したケイブル氏であ
る」(18) の一文が光る。

ハーンの書いた文学に関する記事は，のちに『ア
メリカ文学評論』（Essays on American Literature, 
1929）と題して出版されたが，先の「成功してい
る文学」だけでなく，数編にケイブルの名前は登
場する。ちなみに「小説家と小説」（“Novelists and 
Novels ”）と題するものにいたっては，「もっとた
くさんのケイブルが出て，東部の作り物とは異な
る，生き生きとした影響を文壇に与えてくれるこ
とを望む」(19) といったハーンのケイブルに対する
最高の賛辞が見られる。生き生きした影響とはケ
イブルが使用するリアリステックな描写からくる
ものである。とくにケイブルならではの方言の取
り扱いをハーンは高く評価した。

ところで，ハーンの書簡の相手となったクレイ
ビールはハーンの音楽への関心を目覚めさせた人
物でもある。また，先に触れたように，方言（patois）
が汎用されるケイブル作品に関心を持っていたハー
ンは，クレオール方言による歌や詩を積極的に集
めていた。シンシナティ時代から「語り」への関
心はすこぶる高かったが，ニューオーリンズに来
てからその傾向は一層強くなった。この傾向はや
がて日本での活動に引き継がれた。たとえば，「耳
なし芳一」で使用した「開

かい

門
もん

」という言葉（敢え
て文中に日本語を使い，注で意味を説明）のよう
に，ハーン文学の特徴は，その語の持つ響きを重
視したことにみられる。

一方，ケイブルは自ら収集したものを歌って聞
かせている。のちに数か月にわたりマーク・トゥ
エインとともに，朗読や歌で舞台に立ちながら各
地を回っており，ケイブルには歌を聞かせる才能
があったといえるだろう。この点で，音楽家のク
レイビールとは共感できるものを持っていた。の

ちにハーンは自分が集めた歌詞をクレイビールに
知らせ，ケイブルには見せるなと断りを入れたに
も関わらず，クレイビールとケイブルが親しくなっ
たことに立腹したのであった (20) 。

ハーンの言葉への関心は，すでに触れたケイロ
ウセとの交流にも表れていた。彼女の方からの働
きかけで，家に出入りするようになったハーンは，
西インド諸島に渡る前に，彼の地の出身である，
ケイロウセのメイドから方言を学ぶことになった。
ハーンは，この成果をのちに『ゴンボ・ゼーヴ』

（Gombo Zhebes, 1885）と題する現地語の諺集と
して出版した。

また，ハーンの言葉を中心としたクレオールへ
の関心の高さは，没後『クレオール・スケッチ』

（Creole Sketch, 1924），ならびに『アメリカ雑録
2巻本』（The American Miscellanies, 1924）にまと
められたクレオールに関する記事の多さからも明
らかとなる。前者は，1922年の『ハーン全集』（The 
Writings of Lafcadio Hearn, 1922）に入っていな
いもの13篇も含めて44編からなっている。その
中から，歌や詩を多く含むものをぬきだすと，“Char-
Coal,” “Songs of the Sea,” “A Creole Song ” など
があげられる。ほかにも内容に歌を含むものが数
多くあり，ハーンは記事の中で，珍しい歌の提供
を読者に呼びかけている。また，後者で紹介した
作品にも言語に関わるものが再録されている。“The 
Creole Patois”，“Some Notes on Creole Literature”，
“A Sketch of Creole Patois ” などである。

ケイブル同様，ハーンもフランス語のみならず，
多くのクレオール訛りを導入して作品を仕上げて
いた。ただしハーンの描いたものは短編小説では
なく，ほとんどが地元に題材を求めたエッセイだっ
た。ケイブルの描くような小説とは異なり，混血
や黒人たちの暮らしの中に歌や音楽を求め，時に
は，それらにユーモアを交えて紹介している。
ちょっとしんみりしたり，ときには笑ったりで，
手軽に読めるような作品となっている。

次に，クレオールの特徴を浮き彫りにする，社
会的背景に焦点を当ててみてゆく。まずケイブル
は，クレオールの小品を『スクリブナーズ・マン
スリー』に発表している。それらをまとめたのが，
代表作の一つ『古きクレオールの時代』である。
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先に紹介した「ジャナ・ポクラン」をはじめ「美
しい令嬢のプランテーション」（“Belles Demoiselles 
Plantation”），「ジョルジョ氏」（“Sieur George”）な
ど7編からなる。この作品集の再版のおり（1883）
には独立して出版されていた「デルフィーヌ夫人」

（“Madame Delphine”）も加わった。いずれも，ク
レオールが主人公の作品で，時代は19世紀前半，
南北戦争の前ということになっている。

ケイブルの物語は，すでに述べたように，リア
リステックな取り扱いである。いずれの社会背景
も史実に基づいたものであるだけに，のちにハー
ンが書いた「ケイブルのロマンスの舞台」（“The 
Scenes of Cableʼs Romances”）(21)という書評は，作
品に登場した邸宅やカフェなど，現存する建築物
をたどるものとなっている。1884年から85年にか
けてニューオーリンズで開催された博覧会（綿花
輸出百年記念であり，世界の教育者会議も同時に
開催）を見学に訪れた観光客にとっては，ハーン
の書評はニューオーリンズ紹介の恰好なガイドと
なったのであった。もちろんケイブルの著作が関
心を集めたことは言うまでもない。

ケイブルは，1870年代から80年代にかけてとい
う実際に執筆した時代ではなく，それより遡るこ
と半世紀の昔をいずれの作品においても舞台に設
定した。それは南北戦争前の1830年代や40年代
であった。この時代，白人クレオールは，旧大陸
の遺産を一層大切に守って生きていた。白人のプ
ランテーションのオーナーと黒人奴隷，また，混
血がそれぞれ与えられた場所で従来の価値を守っ
て生きていた時代である。ある意味では，古き良
き時代を舞台にしたおとぎ話とでもいえる設定な
のである。

同じクレイビール宛の書簡の中で，ハーンは，
「小さいプーレット」（“ʼtite Poulette”）よりは「ジャ
ナ・ポクラン」や「美しい令嬢のプランテーショ
ン」を読むことを勧めている (22) 。「ジャナ・ポク
ラン」の筋については，すでに述べたので省略す
るが，超自然的なものに関心が芽生えていたハー
ンにとってゴシック調の取り扱いが，特に気に入っ
たのではなかろうか。もう一つの「美しい令嬢の
プランテーション」は，その名の通り，プランテー
ションに立つ荘厳な構えの館が象徴的である。娘

たちに請われて，便利な町中に家を持とうとする
父。交渉相手はこの父親と父系の祖先を同じくす
る「オールド・チャーリー」（ケイブルの造語で
Injin Charlieまたはold Charlie）と呼ばれている
男である。このチャーリーの祖先にはチョクトー
族の血が混じっている。結局，交渉がまとまらな
いうちに，洪水のために，美しいプランテーショ
ンは，そこに暮らす大事な娘たちもろとも失われ
てしまう。目の前で娘を奪われた老人の喪失感を
描く一方，皮肉にもそんなみじめな老人の最期を
見届けるのは，チョクトー族出身の祖先をもつと
いう理由で差別されてきたチャーリーだった。ど
ちらの作品も，アメリカ化の進展の中で，次第に
その存在感を失いつつあるクレオール社会の行く
末を象徴しているかのような余韻を残す作品であ
る。
「小さいプーレット」は，混血の娘の結婚問題で

あるものの，その完成度においては，同じテーマ
をとり扱う「デルフィーヌ夫人」に軍配が上がる
というのがハーンの見方であろう。その「デル
フィーヌ夫人」という作品は，混血の表題の夫人
が，白人との間にできた娘をあるいきさつから手
元に引き取るものの，自分の本当の娘ではないと
偽って，白人男性と結婚させるための過程が描か
れる。

これには彼女の偽りの証明に加担して，白人と
して嫁がせることを成功させた白人神父の役割が
大きい。クレオール社会で混血として生きること
がどんなに大変か。また，白人でないと正式な結
婚をして幸せになれないということが背景にある。
彼女の娘が結婚しようとしている白人はかつて海
賊と関係があり，密輸にもかかわっているという
疑いがあるのだが，裕福である。どのような人物
であっても白人なら相手としてふさわしいのか。
また，聖職者が一人の女性の将来を考え，そのた
めに虚偽の証明に加担するところにケイブルの意
図が覗かれる。

もう一点，風刺がきいた「ジョルジョ氏」（“Sieur 
George”）に触れたい。名前からして，ジョージ・
ワシントンのジョージであるものの，その行動か
らはとうてい「氏」をつけるような人物ではない。
この男はクレオールが住む古いアパートの一室を
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借りていたが，ひとしきりいなくなると，かわり
に二人の女が住んでいる。最後にまた男は戻って
くるのだが，この男が数十年前に住みだしたとき
から大事にしていた毛皮のトランクが好奇な家主
の目を引く。最後にトランクの中身は「ハバナく
じ」という宝くじのはずれ券でいっぱいであった
ことがわかる。

この男は知人の妻子を世話していたこと。並び
に留守にしたのは米墨戦争に出かけていたことが
やがてわかる。また，母親に死なれた娘が，引き
続き自分をここにおいてほしいとこの男に頼むと，
自分と結婚するなら可能だといって娘を追い出す
あたりは，モリエールの「女房学校」を連想させ
るという (23) 。

家主と店子のユーモアがあふれるやり取りは，
ハーンも『クレオール・スケッチ』の中で数多く
描いたが，混血や黒人のクレオールの居住地区に
はついてまわる問題だったのかもしれない。さら
に「ハバナくじ」については，ハーンもくじに当
たったら，本屋を開業したいと述べており，くじ
が人々の関心事になっていたことがうかがえるだ
ろう。

この後，長編の『グランデシィム一族』が出る。
19世紀初期を舞台にしたこの長編では，ニュー
オーリンズに住むクレオールの名門一族（架空）
の二家の抗争の結末が描かれる。

この物語の冒頭で，すでに一方の家は決闘に破
れて当主が亡くなったことから，落ちぶれてしまっ
ている。もう一方の勢力をふるっている一族とし
てのグランディシム一族の行く末を，当主とその
家族の恋愛を交えて描いた壮大な物語である。当
主は白人だが，その母親違いの兄（混血）と一族
の人々，ならびに夫が決闘に敗れて土地すべてを
グランディシム一族にとられてしまった未亡人と
その娘，また北部から移民してきたものの家族を
疫病で失い，薬局を開いたドイツ系の青年がこの
恋愛模様にかかわってゆく。結局，白人クレオー
ルの当主，並びにドイツ系の青年の二人は恋を成
就させるが，当主の混血の兄は命を落とすことに
なる。

物語は白人クレオールの掟や行動様式が語られ
るのみならず，周辺には混血や黒人奴隷も登場す

る。ケイブルはとくに大きな紙面を割いて「ブラ
‐クペ」（腕を切られたもの）の話をしている。ア
フリカから連れてこられた誇り高き黒人奴隷の，
その拷問死までの物語が挿入されている。ケイブ
ルのこの「ブラ‐クペ」は劇的に改変されている
ため，そのモデルとなった「ブラ‐クペ」とは，
いったいどのような人物だったのかという疑問が
わく。

ハーンは「ブラ‐クペの原型」（“The Original 
Bras-Coupé”）(24)のタイトルで，実在したこの名称
の人物について語っている。その話とは，プラン
テーションから逃げ出した黒人奴隷が，ニューオー
リンズ郊外で山賊の一味に加わり，強盗を働いて
住民を震撼させる。このミステリアスな山賊につ
いては，住民の間でさまざまな憶測を呼ぶが，仲
間の裏切りで捕えられてみれば，しばらく前に近
所でいなくなった黒人奴隷にすぎなかったという
もの。

ハーンの「ブラ‐クペ」に関する作品が出たこ
とにより，『グランディシム一族』の中にある話が，
どんなに脚色されているかがよくわかる。おそら
くハーンは，ケイブル作品の真偽にピリピリして
いるクレオールの人々に，ケイブルの物語はあく
まで創作なのだから，創作として読んでほしいと
訴えているように思えてならない。『古きクレオー
ルの時代』の書評『ケイブルのロマンスの舞台』
では，登場人物とかかわる実際に残る地名や建物
を検証して，その魅力をたっぷり紹介しているハー
ンであるが，この「ブラ‐クペの原型」に関して
は，むしろ実際とは大きく異なり，脚色されてい
ることを読者に理解させるために筆をふるったの
であろう。このあたりにも，ハーンとケイブルの
関係が見えてくるように思われる (25) 。

ケイブルの作品は，短編にしろ，この壮大な『グ
ランディシム一族』にしろ，描かれているのは，
繁栄がすでに過去のものとなったクレオールの人々
の暮らしぶりである。ニューオーリンズで，白人
クレオールをはじめ，その混血や黒人など，すべ
てを見聞きして成長したケイブルだから，当事者
のクレオールとは異なり，もっと冷静にその実情
をとらえることができたのかもしれない。ただ，
あくまでフィクションであり，作り話であるにも
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かかわらず，当事者のクレオールは，そこに何ら
かの事実が潜むことを見逃さなかった (26) 。

1960年代，トルーマン・カポーティは『冷血』
を “nonfiction novel” として発表したが，ケイブ
ル作品の場合も，随所においてこれに近いものが
あったのではなかろうか。あるいは『ルーツ』の
アレックス・ヘイリーのいう “faction”（fact plus 
fiction）の片鱗が，ケイブルの作品に覗かれるの
ではなかろうか。そのあたりが，クレオールを刺
激することになったのかもしれない。

ハーンとの関係については，すでに冒頭で述べ
たように，途中から次第に疎遠になっていった。
しかしハーンに関していうならば，それは毎度の
ことでもある。ケイブルとの交流が途絶えてしまっ
たのは，ケイブルがニューオーリンズを去って北
部に行ってしまっただけでなく，彼が立ち去る前
に，すでに二人の関係は悪化していたといえるか
もしれない。だだ，それにしても，親しく交際し
た友人知人との関係の断絶にあたっては，ハーン
が思い込みで気分を害し，一方的に手紙を出すの
を止めるというような，独り相撲といった印象が
ぬぐいきれないのである。

人種の問題への関心から政治へと傾倒してゆく
ケイブルが，一足早く（1884年）にニューオーリ
ンズを去っているだけに，二人の関係の顛末は想
像の域を出ることはない。ただ，ハーンの人生を
顧みた時，ケイブルとの数年にわたる交流がなけ
れば，次の段階に進むことはできなかったように
も思われる。ケイブルは，ハーンを雑誌社に紹介
した。さらに，『チタ』のような作品の成立を可能
にしている。そればかりか，ハーンのクレオール
への関心の高まりは，ケイブルとの交流の産物で
あった。ケイブルの作品は，ニューオーリンズと
いう町のガイド的な役割も果たしてくれたのであ
る。一方，ハーンの書評もケイブル作品の流布に
一役買っていることは否定できない。

地方色豊かな文学への入り口を教えてくれたの
がケイブルであった。すなわち，ハーンにとって
のニューオーリンズ時代を，文学修業の始まりと
して位置付けるならば，その師匠の一人がケイブ
ルだったといっても差し支えないだろう。

注

(1) The Writings of Lafcadio Hearn Vol.13 (N.Y. 
and Boston: Houghton & Mifflin, 1922) 50-53. 
テューニソンやチェンバレンの発言がある。Oscar 
Lewis, Lafcadio Hearn and His Biographers 
(Westgate Press, 1930) ハーンとの断絶した関
係と公式な伝記執筆資格を巡る争いに触れた
もの。

(2) Edward L. Tinker, Lafcadio Hearnʼs American 
Days (N.Y.: Dodd & Mead, 1924) 126-28. The 
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